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1. 要約
この資料は、R8C/35Cグループの I2Cバスインタフェースを使用した I2Cバスシングルマスタ制御プログ
ラム (スレーブ送信 /受信 )について説明しています。

2. はじめに
この資料で説明する応用例は、次のマイコン、条件での利用に適用されます。

マイコン ：R8C/35Cグループ
XINクロック周波数 ：20MHz

本アプリケーションノートは、上記グループと同様のSFR(周辺機能制御レジスタ ) を持つR8C ファミリ
マイコンでも使用できます。ただし、一部の機能を変更している場合がありますのでユーザーズマニュア

ルで確認してください。また、本アプリケーションノートで説明しているプログラムを使用される場合は

十分な評価を行ってください。
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Rev.1.01

2010.09.27

R8C/35Cグループ
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3. 応用例の説明

3.1 プログラム概要

I2Cバスインタフェースを使用したシリアル通信を行います。データは最大255バイト送受信できます。
下記使用条件において I2Cバスの通信プロトコルに準拠しています。

＜使用条件＞

•スレーブアドレス：7ビット
• Standard-mode、Fast-mode対応
•通信データ長：1～255バイト (スレーブアドレス含まず )
•リスタートコンディション検出未対応

図 3.1に通信フォーマットを、図 3.2にブロック図を、図 3.3に概略フローチャートを、図 3.4～図 3.6
にタイミング図を示します。

図 3.1 通信フォーマット

図 3.2 ブロック図
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図 3.3中の番号は、図 3.4～図 3.6のタイミング図中のプログラムによる処理の番号に対応しています。

図 3.3 概略フローチャート
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処理の概要を以下に説明します。

(1) 初期設定
システムクロックおよび I2Cバスインタフェース関連SFRの初期設定と、使用する変数の初期化
を行います。

(2) I2Cバスインタフェース割り込み (受信データフル割り込み要求 )
＜スレーブアドレスが一致する前の場合＞
　以下の条件が揃った時、SCLクロックの9ビット目の立ち上がりで、割り込みが発生します。

•スタートコンディションを検出した後の1バイト目でスレーブアドレスが一致した
•8ビット目のデータ (R/W)が “0”であった

＜スレーブアドレスが一致した後の場合＞

　SCLクロックの9ビット目の立ち上がりで、割り込みが発生します。
　受信時は、受信データを取り込みます。

(3) I2Cバスインタフェース割り込み (送信データエンプティ割り込み要求 )
以下の条件が揃ったとき、SCLクロックの9ビット目の立ち上がりで、割り込みが発生します。

•スタートコンディションを検出した後の1バイト目でスレーブアドレスが一致した
•8ビット目のデータ (R/W)が “1”であった
送信データエンプティ割り込み要求と受信データフル割り込み要求を禁止に、送信終了割り込み

要求を許可に設定します。

(4) I2Cバスインタフェース割り込み (送信終了割り込み要求 )
SCLクロックの9ビット目の立ち上がりで、割り込みが発生します。
ACK/NACKを判定し、次バイトの送信データを設定します。
＜NACKを検出した場合＞

•ICCR1レジスタのTRSビットを受信モードに設定します
•送信終了割り込み要求を禁止に、受信データフル割り込み要求を許可に設定します

(5) I2Cバスインタフェース割り込み (ストップコンディション検出割り込み要求 )
ストップコンディションを検出した時、割り込みが発生します。
ストップコンディション検出割り込み要求を禁止に設定します。
TRSビットを受信モードに設定し、送信データエンプティ割り込み要求と受信データフル割り込
み要求を許可に設定します。

図 3.4 スレーブ受信のタイミング図
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図 3.5 スレーブ送信のタイミング図(1)

図 3.6 スレーブ送信のタイミング図(2)
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3.1.1 使用周辺機能

I2Cバスインタフェースの I2Cバスインタフェースモードを以下の設定条件で使用します。

＜設定条件＞

• I2Cバスフォーマットを使用します。
•転送フォーマットは、MSBファーストを使用します。
•ウェイトなし(データとアクノリッジを連続して転送 )を選択します。
•送信モード時のデータセットアップ時間は、20Tcycを選択します。
• SDAデジタル遅延値は、3× f1サイクルを選択します。
•アクノリッジの判定は、ICIERレジスタのACKBRビットを使用します。
•スレーブアドレス検出は、ICSRレジスタのAASビットを使用します。
•受信データフル割り込み要求を使用します。
•送信終了割り込み要求を使用します。
•送信データエンプティ割り込み要求を使用します。
•ストップコンディション検出割り込み要求を使用します。
• NACK受信割り込み要求およびアービトレーションロスト /オーバランエラー割り込み要求は使用
しません。

＜送信モード時のデータセットアップ時間の計算式＞

　データセットアップ時間 ＝ ICCR1レジスタのCKS3ビットによる設定
　                                             ＝ 20 ÷ 20MHz(f1)
　                                             ＝ 1μs

3.1.2 使用上の注意事項

応用例のプログラムを使用する場合の注意事項を以下に示します。

•多重割り込みは使用しないでください。
•システムクロックにXINクロック (20MHz)以外を使用する場合は、「3.1.1  使用周辺機能」のデータ
セットアップ時間の計算式を参照して、CKS3ビットの設定値を変更してください。

•受信バッファ、送信バッファのサイズはそれぞれ255バイトに設定しています。バッファサイズは
iic.hファイル内のBUFSIZEで設定します (1～255バイト )。

•マスタはストップコンディションを生成した後、スレーブの処理時間 (注1)が経過してから、次の
送受信を開始(スタートコンディションを生成 )してください。

注1.　スレーブの処理時間は、ストップコンディション検出～メイン処理で I2Cモジュールを有効にす
るまでの時間を指し、ユーザプログラムの処理に依存します。

本サンプルプログラムでの最大の処理時間は、約500μsです。

表 3.1 使用端子と機能

端子名 入出力 機能

P3_5/SCL 入出力 I2Cバスのクロック入出力
P3_7/SDA 入出力 I2Cバスのデータ入出力
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3.2 使用メモリ

使用メモリサイズは Cコンパイラのバージョンやコンパイルオプションによって異なります。上記は
次の条件の場合です。

Cコンパイラ：M16C Series, R8C Family C Compiler V.5.45 Release 01
コンパイルオプション：-c -finfo -dir "$(CONFIGDIR)" -R8C

表 3.2 使用メモリ

使用メモリ サイズ 備考

ROM 622バイト iic.cモジュール内
RAM 4バイト iic.cモジュール内
最大使用ユーザスタック 21バイト
最大使用割り込みスタック 24バイト
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4. ソフトウェア説明
応用例を実現するためのプログラム例を示します。各レジスタの詳細は「R8C/35Cグループ ユーザーズ
マニュアル ハードウェア編」を参照してください。

4.1 使用変数

表 4.1 定義ファイル名：rjj05b1569_src.c
変数名 サイズ 使用内容

unsigned char iic_tx[BUFSIZE] 255バイト 送信バッファ

unsigned char iic_rx[BUFSIZE] 255バイト 受信バッファ

unsigned char rcv_data[BUFSIZE] 255バイト 受信データを格納

表 4.2 定義ファイル名：iic.c
変数名 サイズ 使用内容

static byte_dt iic_str － ステータス格納用構造体

構造体の
メンバ

iic_status 1バイト 全ステータス

iic_rw b0 R/Wフラグ
0：書き込み (W)
1：読み込み (R)

iic_buf_full b1 バッファフルフラグ
0：バッファサイズ未満
1：バッファフル

iic_end b2 通信終了フラグ
0：ビジー (通信中 )
1：レディ (通信中以外 )

iic_nack_det b3 NACK検出フラグ
0：NACK検出なし
1：NACK検出あり

－ b7～b4 不使用 (未定義 )
unsigned char far *iic_pointer 2バイト 送信または受信バッファへのポインタ

unsigned char iic_index 1バイト 送受信バイト数
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4.2 関数表

宣言 void main (void)
概要 メイン処理

引数 引数名 意味

なし －

使用変数
（グローバル）

変数名 使用内容

unsigned char iic_tx[BUFSIZE] 送信バッファ

unsigned char iic_rx[BUFSIZE] 受信バッファ

unsigned char rcv_data[BUFSIZE] 受信データを格納

戻り値 型 値 意味

なし － －

機能説明 システムクロック設定後、I2Cモジュールを有効にします。
iic_slave_end関数の戻り値で通信状態を判定し、通信が終了したらステータスごとの
処理を行い、iic_init関数を呼び出して I2Cモジュールを有効にします。

宣言 void mcu_init (void)
概要 システムクロック設定処理

引数 引数名 意味

なし －

使用変数
（グローバル）

変数名 使用内容

なし －

戻り値 型 値 意味

なし － －

機能説明 メイン処理から呼び出される関数です。
システムクロック (XINクロック )の設定を行います。

宣言 void iic_init (unsigned char ini)
概要 I2C初期設定処理
引数 引数名 意味

unsigned char ini 0：I2Cモジュール無効
1：I2Cモジュール有効

使用変数
（グローバル）

変数名 使用内容

(構造体のメンバ ) iic_status 全ステータス

戻り値 型 値 意味

なし － －

機能説明 メイン処理から呼び出される関数です。
I2Cバスインタフェースを使用するためのSFR初期設定を行います。
I2Cモジュール有効の場合、iic_statusを “00h”(全ステータスクリア )に設定します。こ
の関数実行中は Iフラグで割り込みを禁止しています。
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宣言 void _ssuic (void)
概要 I2Cバスインタフェース割り込み処理
引数 引数名 意味

なし －

使用変数
（グローバル）

変数名 使用内容

unsigned char iic_index 送受信バイト数

unsigned char *iic_pointer 送信または受信バッファへのポインタ

(構造体のメンバ ) iic_status 全ステータス

(構造体のメンバ ) iic_rw R/Wフラグ
戻り値 型 値 意味

なし － －

機能説明 SCLクロックの9ビット目の立ち上がり、もしくはストップコンディション検出で割
り込みが発生します。
＜ストップコンディション検出の場合＞
 ・stp_int関数を呼び出します。
＜ストップコンディション未検出の場合＞
 ・スレーブアドレス検出した場合、AASビット、送受信バイト数、全ステータスを
クリアします。送信データエンプティ割り込み要求を禁止に、ストップコンディ
ション割り込み要求を許可に設定します。バッファアドレスを取得し、R/Wフラグ
を設定します。

 ・スレーブ送信時はslave_trn_int関数を、スレーブ受信時はslave_rcv_int関数を呼び
出します。

宣言 unsigned char* iic_get_address (unsigned char rw)
概要 バッファアドレス取得処理

引数 引数名 意味

unsigned char rw R/Wフラグ
使用変数
（グローバル）

変数名 使用内容

なし －

戻り値 型 値 意味

unsigned char* iic_rx 受信バッファアドレス

iic_tx 送信バッファアドレス

機能説明 I2Cバスインタフェース割り込み処理から呼び出される関数です。
R/Wフラグを判定し、バッファアドレスを返します。

宣言 static void stp_int (void)
概要 ストップコンディション検出処理

引数 引数名 意味

なし －

使用変数
（グローバル）

変数名 使用内容

(構造体のメンバ ) iic_end 通信終了フラグ

戻り値 型 値 意味

なし － －

機能説明 I2Cバスインタフェース割り込み処理から呼び出される関数です。
通信中に変更した I2Cバスインタフェース関連SFRを初期設定時の状態に戻し、通信
終了フラグを “1”に設定します。
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宣言 static void slave_rcv_int (void)
概要 スレーブ受信処理

引数 引数名 意味

なし －

使用変数
（グローバル）

変数名 使用内容

unsigned char iic_index 送受信バイト数

unsigned char far *iic_pointer 送信または受信バッファへのポインタ

(構造体のメンバ ) iic_buf_full バッファフルフラグ

戻り値 型 値 意味

なし － －

機能説明 I2Cバスインタフェース割り込み処理から呼び出される関数です。
・受信バイト数がバッファサイズに達していない場合、受信データを受信バッファに
格納します (スレーブアドレスは除く )。
・受信バイト数がバッファサイズに達した場合、受信データを受信バッファに格納し、
バッファフルフラグに “1”を設定します。
・受信バイト数がバッファサイズを越えた場合、受信データを破棄します。

宣言 static void slave_trn_int (void)
概要 スレーブ送信処理

引数 引数名 意味

なし －

使用変数
（グローバル）

変数名 使用内容

unsigned char iic_index 送受信バイト数

unsigned char far *iic_pointer 送信または受信バッファへのポインタ

(構造体のメンバ ) iic_buf_full バッファフルフラグ

(構造体のメンバ ) iic_nack_det NACK検出フラグ
戻り値 型 値 意味

なし － －

機能説明 I2Cバスインタフェース割り込み処理から呼び出される関数です。
・送信バイト数がバッファサイズに達していない、かつACK検出であれば、次バイト
の送信データを設定します。
・送信バイト数がバッファサイズに達していない、かつNACKを検出した場合、ス
レーブ受信モードを設定します。送信終了割り込み要求を禁止に、受信データフル
割り込み要求を許可に設定します。NACK検出フラグに “1”を設定します。
・送信バイト数がバッファサイズに達した場合、スレーブ受信モードを設定します。
送信終了割り込み要求を禁止に、受信データフル割り込み要求を許可に設定します。
バッファフルフラグに “1”を設定します。
・NACK検出フラグが“1”、またはバッファフルフラグが “1”の場合、受信データを破棄
します。
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宣言 unsigned short iic_slave_end(void)
概要 スレーブ制御終了処理

引数 引数名 意味

なし －

使用変数
（グローバル）

変数名 使用内容

(構造体のメンバ ) iic_end 通信終了フラグ

(構造体のメンバ ) iic_buf_full バッファフルフラグ

(構造体のメンバ ) iic_rw R/Wフラグ
unsigned char iic_index 送受信バイト数

戻り値 型 値 意味
unsigned short 下位バイト IIC_BUSY 通信中

IIC_REND 受信終了
IIC_TEND 送信終了
IIC_ERR オーバランエラー検出

上位バイト 1～255 送受信バイト数

機能説明 メイン処理から呼び出される関数です。スレーブ制御の終了状態をユーザに知らせま
す。
通信終了フラグが “1”、かつスレーブアドレスを除くデータ送受信があった場合、I2C
モジュールを無効にします。それ以外は、IIC_BUSY(通信中 )を返します。
I2Cモジュールを無効にした後、通信終了フラグが “0”であれば、次の通信が開始され
たと判断して、IIC_ERR(オーバランエラー検出 )を返します。通信終了フラグが “1”
であれば、IIC_REND(受信終了 )または IIC_TEND(送信終了 )を返します。
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4.3 メイン処理

asm(“FCLR I”)

main()

割り込み禁止

システムクロック設定処理(XINクロック設定）
システムクロック設定処理

mcu_init()

asm(“FSET I”) 割り込み許可

loop
i = 0; i < BUFSIZE; i++

iic_rx[i] ← 0x00

loop

送信バッファに送信データを設定
受信バッファの初期化

iic_tx[i] ← i+1

I2C初期設定処理
iic_init()

I2Cバスインタフェース関連SFR初期設定

注1. 。必要に応じて処理を追加してください 

temp.byte.byte0

=IIC_REND (受信終了)

受信バッファの読み出し(注1)

スレーブ制御終了処理

iic_slave_end()

temp.all ← 戻り値

I2Cモジュールを有効にする

=default=IIC_TEND (送信終了) =IIC_ERR
(オーバランエラー)

送信データの設定(注1) 受信バッファの初期化(注1)

I2C初期設定処理
iic_init()

I2C初期設定処理
iic_init()

I2C初期設定処理
iic_init()
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4.4 システムクロック設定処理

prc0 ← 1

cm05 ← 0

プロテクトOFF

mcu_init()

prc0 ← 0 プロテクトON

XINクロック発振開始

cm14 ← 0 低速オンチップオシレータ発振

cm13 ← 1 ポートXIN-XOUT ：切り替え XIN-XOUT端子

cm06 ← 0 CM16、CM17有効

return

cm1 ← cm1 & 0x3f CPUクロック分周なし

ocd2 ← 0 ：システムクロック XINクロック選択

loop
i <= 2040

i++

loop

発振安定待ち

cm07 ← 0 XINクロック選択
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4.5 I2C初期設定処理

iic_init()

return

ini = 1 ?

=1 (I2Cモジュール有効)

≠1 (I2Cモジュール無効)

mstiic ← 0

iicsel ← 1

icier ← 0x00

stop_icsr ← 0

ice_iccr1 ← 1

iccr1 ← 0x88

pinsr ← pinsr & 0x09

iccr2 ← 0xf0

icmr ← 0x00

icsr ← icsr & 0x15

sar ←
DEVICE_ADDRESS<<1

I2Cバスインタフェース機能選択

ストップコンディション検出割り込み
要求禁止

ストップコンディション検出フラグクリア

転送動作可能状態

：セットアップ時間 20Tcyc

ストップコンディション検出フラグクリア

I2Cバス制御レジスタ2初期化

：ビットカウンタ 9ビット

3×f1サイクルのデジタル遅延

：スレーブアドレス 0x55

I2Cバスをアクティブに設定

PD3_7(SDA)、PD3_5(SCL)を
入力モードに設定

PD_IIC ←
PD_IIC & PD_IIC_INIT

iicic ← 0x00 I2Cバスインタフェース割り込み禁止

PD3_7(SDA)、PD3_5(SCL)を
入力モードに設定

PD_IIC ←
PD_IIC & PD_IIC_INIT

iicic ← 0x00 I2Cバスインタフェース割り込み禁止

mstiic ← 0 I2Cバスをアクティブに設定

iicsel ← 1 I2Cバスインタフェース機能選択

iccr1 ← 0x00 本モジュールは機能停止状態

mstiic ← 1 I2Cバスをスタンバイに設定

icier ← 0x00 I2Cバス割り込み許可レジスタ初期化

受信データフル割り込み要求禁止

送信終了割り込み要求禁止

ウェイトなし(データとアクノリッジを連続して転送)

MSBファーストでデータ転送

送信終了フラグクリア

受信データレジスタフルフラグクリア

次の受信動作を継続

スレーブ受信モード

rie_icier ← 1

tie_icier ← 1

iicic ← 0x01

iic_status ← 0x00

受信データフル割り込み要求許可

送信データエンプティ割り込み要求許可

I2Cバスインタフェース割り込み許可

全ステータスフラグクリア

asm(“FCLR I”) 割り込み禁止

スレーブアドレス認識フラグクリア

送信データエンプティ割り込み
要求禁止

送信データ空フラグクリア

asm(“FSET I”) 割り込み許可
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4.6 I2Cバスインタフェース割り込み処理

4.7 バッファアドレス取得処理

_ssuic()

return

aas_icsr = 1 ?

バッファアドレス取得処理

iic_get_address()

iic_pointer ← 戻り値

≠1 (スレーブアドレス不一致
     または2バイト目以降)

=1 (スレーブアドレス一致)

(stop_icsr = 1) &&
(stie_icier = 1) ?

return

ストップコンディション検出処理

stp_int()

iic_index ← 0 送受信バイト数の初期化

stop_icsr ← 0

iic_status ← 0x00 全ステータスフラグクリア

iic_rw ← trs_iccr1 R/Wを設定

stie_icier ← 1 ストップコンディション検出割り込み
要求許可

=0 (スレーブ受信)

≠0 (スレーブ送信)
iic_rw = 0 ?

スレーブ受信処理

slave_rcv_int()
スレーブ送信処理

slave_trn_int()

(stop_icsr ≠ 1) or (stie_icier ≠ 1)
(ストップコンディション未検出)

(stop_icsr = 1) & (stie_icier = 1)
(ストップコンディション検出)

ストップコンディション検出フラグクリア

tie_icier ← 0 送信データエンプティ割り込み
要求禁止

aas_icsr ← 0 スレーブアドレス認識フラグクリア

asm(“nop”)

バッファアドレスの取得
(このときICDRRレジスタを読み出す)

(rw & 0x01) = 0x00 ?

iic_get_address()

return(iic_tx)

=0x00 (スレーブ受信)

≠0x00 (スレーブ送信)

return(iic_rx)
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4.8 ストップコンディション検出処理

stp_int()

return

stie_icier ← 0

iccr1 ← iccr1 & 0xef スレーブ受信モード

ackbt_icier ← 0 、受信時 アクノリッジのタイミングで“0”を送出

iic_end ← 1 通信終了フラグセット

ストップコンディション検出割り込み要求禁止

stop_icsr ← 0 ストップコンディション検出フラグクリア

teie_icier ← 0 送信終了割り込み要求禁止

icsr ← icsr & 0x15

送信終了フラグクリア

受信データレジスタフルフラグクリア

スレーブアドレス認識フラグクリア

送信データ空フラグクリア

tie_icier ← 1 送信データエンプティ割り込み要求許可

rie_icier ← 1 受信データフル割り込み要求許可



R8C/35Cグループ I2Cバスシングルマスタ制御プログラム (スレーブ送信 /受信 )

R01AN0075JJ0101 Rev.1.01 Page 18 of 21
2010.09.27

4.9 スレーブ受信処理

return

iic_index = 0 ?

≠0 (2バイト目以降)

iic_index < BUFSIZE ?

=0 (1バイト目(スレーブアドレス))

slave_rcv_int()

>= BUFSIZE (バッファサイズ以上)

< BUFSIZE (バッファサイズ未満)

ICDRRレジスタから読み出し
たデータを受信バッファに格納

*iic_pointer ← icdrr

受信バッファへのポインタ+1iic_pointer++

iic_index++ 送受信バイト数+1

iic_index ← 1

dummy_data ← icdrr ダミーリード

iic_buf_full ← 1 バッファフルフラグセット

送受信バイト数を“1”に設定

iic_buf_full = 0 ?
≠0 (バッファフル)

=0 (バッファサイズ未満)
ICDRRレジスタから読み出し
たデータを受信バッファに格納

*iic_pointer ← icdrr
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4.10 スレーブ送信処理

(iic_buf_full = 1) ||
(iic_nack_det = 1) ?

(iic_buf_full ≠ 1) & (iic_nack_det ≠ 1)
( 、バッファサイズ以下 かつNACK未検出)

slave_trn_int()

dummy_data ← icdrr

ackbr_icier = 0 ?

iic_index < BUFSIZE ?

teie_icier ← 1 送信終了割り込み
要求許可

rie_icier ← 0 受信データフル
割り込み要求禁止

iic_index = 0 ?

icdrt ← *iic_pointer

送信バッファへの
ポインタ+1

iic_pointer++

iic_index++ 送受信バイト数+1

return

tdre_icsr ← 0

rie_icier ← 1

送信データ空フラグクリア

受信データフル割り込み要求許可

ackbt_icier ← 1 、受信時 アクノリッジの
タイミングで“1”を送出

teie_icier ← 0 送信終了割り込み要求禁止

sclo_iccr2 = 1 ?
=1 (SCL端子が“H”)

≠1 (SCL端子が“L”)

iccr1 ← iccr1 & 0xef 受信モード

dummy_data ← icdrr ダミーリード

iic_nack_det ← 1 NACK検出フラグセット

tdre_icsr ← 0

rie_icier ← 1

送信データ空フラグクリア

受信データフル割り込み要求許可

ackbt_icier ← 1 、受信時 アクノリッジの
タイミングで“1”を送出

teie_icier ← 0 送信終了割り込み要求禁止

sclo_iccr2 = 1 ?
=1 (SCL端子が“H”)

≠1 (SCL端子が“L”)

iccr1 ← iccr1 & 0xef 受信モード

dummy_data ← icdrr ダミーリード

iic_buf_full ← 1 バッファフルフラグセット

>= BUFSIZE (バッファサイズ以上)

< BUFSIZE (バッファサイズ未満)

≠0 (2バイト目以降)

=0 (1バイト目(スレーブアドレス))

≠0 (NACK検出)

=0 (ACK検出)

(iic_buf_full = 1) or (iic_nack_det = 1)
( 、バッファサイズを越える またはNACK検出)

tend_icsr ← 0 送信終了フラグクリア

tend_icsr ← 0 送信終了フラグクリア

次バイトの送信データ
を設定

ダミーリード
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4.11 スレーブ制御終了処理

return(temp.all)

(iic_end = 1) &&
(iic_index > 1) ?

(iic_end = 1) & (iic_index > 1)
( 、通信中以外 かつ送受信データあり)

iic_rw = 0 ?

=0 (スレーブ受信)

≠0 (スレーブ送信)

iic_slave_end()

I2C初期設定処理
iic_init()

I2Cモジュールを無効にする

temp.byte.byte0
 ← IIC_BUSY

ステータスセット
(通信中)

(iic_end ≠ 1) or (iic_index <= 1)
( 、通信中 または送受信データなし)

iic_end = 0 ?

≠0 (通信中以外)

=0 (通信中)

temp.byte.byte0
 ← IIC_REND

ステータスセット
(受信終了)

iic_buf_full = 1 ?

=1 (バッファフル)

≠1 (バッファサイズ未満)

temp.byte.byte1
 ← iic_index

送受信バイト数設定

temp.byte.byte1
 ← iic_index - 1

temp.byte.byte0
 ← IIC_ERR

ステータスセット
(オーバランエラー)

temp.byte.byte0
 ← IIC_TEND

ステータスセット
(送信終了)
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5. 参考プログラム例
参考プログラムは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。
R8Cファミリのトップページの画面左メニュー「アプリケーションノート」をクリックしてください。

6. 参考ドキュメント
R8C/35Cグループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.1.00
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

テクニカルアップデート／テクニカルニュース

(最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

ホームページとサポート窓口
ルネサス エレクトロニクスホームページ
http://japan.renesas.com/

お問合せ先
http://japan.renesas.com/inquiry
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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 
【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 
CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端

子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電流が

流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子

の処理」で説明する指示に従い処理してください。 
2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 
電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 
外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 
同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 
3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 
アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 
4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 
プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 
リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 
5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 
同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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